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BLOG「ゼロからの挑戦日記。」ほとんど毎日更新中！ 中島なおき l 検索 

日
々
是
雑
感 

今
、
社
会
は
混
迷
を
極
め
て
い
ま
す
。
経
済

は
停
滞
し
、
社
会
構
造
は
大
き
な
歪
み
を
抱

え
、
政
治
は
信
頼
を
失
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
確
固
た
る
信
念
を
も
った
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
。  

 

私
は
そ
の
確
固
た
る
信
念
を
持
ち
「
そ
れ
で

も
！
」
と
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
、
芯
の
あ
る
人

間
で
あ
り
た
い
。
そ
し
て
、
住
民
の
声
な
き
「
声
」

の
代
弁
者
と
し
て
常
に
誠
実
で
謙
虚
か
つ
、
強
く

あ
り
た
い
。 

揺
る
ぎ
な
い
、
確
固
た
る
信
念
は
善
い
政
策

を
作
り
ま
す
。
善
い
政
策
は
政
治
を
変
革
し
ま

す
。
変
革
し
た
政
治
は
社
会
を
動
か
し
、
社
会

を
動
か
す
こ
と
は
、
人
々
の
生
活
と
人
々
の
心
を

よ
り
豊
か
に
導
く
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
と
お
り
、
私
に
は
、
俗
に
い

う
地
盤
も
、
看
板
も
、
か
ば
ん
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
長
い
経
験
や
処
世
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
政
治
へ
の
夢
と
使
命
感
が
あ
り
ま
す
。 

政
治
の
世
界
に
自
ら
飛
び
込
む
こ
と
を
決
意

し
た
と
き
の
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
正
々
堂
々
と
政
治

に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。 

子
ど
も
達
に
、
次
代
に
ツ
ケ
を
ま
わ
さ
な
い
た

め
に
・・・。 

中
島 

直
樹 

羽生市議会議員として、若手政治家養成塾副代表として、地方自治専門誌（公職研自治体 職員研修

11 月号）に寄稿しました。前号に続き～第 2 章～を裏面に掲載しております。～第 1 章～をご覧

になられてない方はご一報ください。バックナンバーをお届けします。 

就学支援の在り方を視察 

 

議員有志の政策勉強会にて 

コミュニティー支援の勉強会 

元我孫子市長 福嶋氏と 

 

若手政治家養成塾 

テレビの取材を受けました。 

羽生市内の街頭にて 

ハンドマイク１本で勝負 



●
第
２
期
若
手
政
治
家
養
成
塾
（平
成

年
４
月
～
現
在
） 

塾
役
員
構
成 

代
表
：
井
上 
航
（
和
光
市
議
）
、
副
代
表
：
中
島
直
樹

（
羽
生
市
議
）
、
神
谷
大
輔
（
朝
霞
市
議
）
、
河
野
芳
徳

（
志
木
市
議
）
、
上
田
由
紀
子
（
文
京
区
議
）
、
島
田
久

仁
代
（新
座
市
議
） 

平
成
22
年
、
年
が
明
け
て
ま
も
な
く
、
平
成
23
年

の
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
、
塾
の
再
始
動
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
す
が
始
ま
る
。
第
１
期
の
若
手
政
治
家
養
成
塾

は
成
功
だ
っ
た
の
か
。
失
敗
だ
っ
た
の
か
。
当
落
結
果
だ

け
で
み
れ
ば
、
塾
生
個
々
の
事
情
が
あ
っ
た
に
す
よ
、
９

名
の
立
候
補
者
の
う
ち
、
２
名
し
か
当
選
者
を
出
す
な

か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
塾
の
あ
り
方
に
課
題
を
残

し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
激
論
の
末
、
第
２
期
の
若
手
政

治
家
養
成
塾
は
塾
出
身
の
、
現
在
１
期
目
の
若
手
議

員
が
中
心
と
な
り
、
第
１
期
の
反
省
点
を
活
か
し
た
塾

の
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

第
２
期 

若
手
政
治
家
養
成
塾
設
立
趣
旨 

我
々
、
無
所
属
若
手
地
方
議
員
有
志
は
、
国
政
・
政

党
政
治
へ
の
不
信
感
の
中
、
「
無
所
属
」
で
「
地
方
」
か
ら

日
本
を
変
え
、
未
来
に
誇
れ
る
国
に
す
る
た
め
に
「
地

盤
・
看
板
・
カ
バ
ン
」
は
無
く
と
も
、
高
い
志
を
も
っ
て
政

治
家
を
目
指
す
若
手
の
人
材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

若
手
政
治
家
養
成
塾
で
は
、
単
に
当
選
だ
け
を
目
的

と
す
ず
に
、
政
策
立
案
・
政
策
実
現
能
力
な
ど
、
議
員

に
必
要
と
さ
れ
る
様
々
な
「議
員
力
」を
養
成
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
若
い
だ
け
で
は
当
選
で
き
な
い
と
い
う
厳
し

い
地
方
議
員
選
挙
を
戦
い
抜
く
力
を
、
実
践
な
ど
の
講 

 

 

義
を
通
し
て
養
成
し
ま
す
。 

こ
の
言
葉
も
ま
た
、
役
員
全
員
で
練
り
に
練
っ
た
世

の
中
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。 

第
１
期
が
９
月
開
講
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
２
期

は
５
月
開
講
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
第
１
期
の
若
手

政
治
家
養
成
塾
は
、
結
果
と
し
て
選
挙
を
勝
ち
抜
く

ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
義
が
中
心
に
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
自
分
や
ま
ち
を
見
つ
め
る
時
間
の
少

な
い
ま
ま
慌
し
い
日
程
で
、
塾
生
が
選
挙
に
突
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
反
省
か
ら
で
あ
る
。 

第
２
期
若
手
政
治
家
養
成
塾
は
、
被
選
挙
権
を
持

た
な
い
学
生
か
ら
、
経
営
者
、
建
築
士
、
ゴ
ル
フ
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
、
塾
生
１０

名
。
日
程
は
８
月
上
旬
ま
で
の
全
７
回
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
た
。 

政
治
家
と
選
挙
は
切
っ
て
も
切
り
離
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
し
か
し
、
選
挙
一
辺
倒
で
は
政
治
家
養
成
の

本
質
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
と
塾
役
員
は
考
え
、
交

流
の
あ
る
大
学
教
授
か
ら
、
現
在
の
地
方
議
会
の
課

題
点
、
今
後
の
地
方
自
治
、
地
方
議
会
の
展
望
な
ど

の
よ
り
専
門
的
な
講
義
や
、
地
方
財
政
の
本
を
執
筆

し
て
い
る
現
職
首
長
か
ら
の
講
演
も
行
っ
た
。 

ま
た
、
議
員
と
し
て
、
最
低
限
の
知
識
を
身
に
付

け
る
た
め
に
「議
員
力
検
定
」の
受
検
に
も
挑
ん
だ
。 

講
義
前
半
で
は
選
挙
は
な
る
べ
く
意
識
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
、
役
員
を
務
め
る
現
職
議
員
や
協
力
議

員
ら
か
ら
各
自
治
体
の
議
会
の
現
状
に
ま
つ
わ
る
講

演
や
塾
生
自
身
が
自
己
分
析
を
行
う
と
い
う
講
義

も
行
っ
た
。 

 

と
は
言
っ
て
も
、
前
出
の
よ
う
に
、
政
治
家
と
選
挙
は
切

っ
て
も
切
り
離
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
選
挙
で
勝
た
な
け

れ
ば
、
議
員
と
し
て
、
ま
た
首
長
と
し
て
自
治
体
の
行
財

政
運
営
に
は
係
わ
れ
な
い
。
後
半
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
抑

え
て
い
た
も
の
を
吐
き
出
す
か
の
よ
う
に
選
挙
を
意
識

し
た
講
義
に
シ
フ
ト
さ
す
た
。 

 

公
職
選
挙
法
を
学
び
な
が
ら
、
有
権
者
の
目
を
引
く

チ
ラ
シ
の
作
り
方
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
重
要
性
、
演
説

（言
葉
）の
重
要
性
を
伝
え
た
。
口
先
だ
け
で
は
な
い
、
自

ら
が
選
挙
や
後
の
議
員
活
動
、
政
治
活
動
で
実
践
し
て

い
る
塾
役
員
に
よ
る
講
義
な
の
で
、
説
得
力
は
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
駅
頭
に
立
ち
、
実
際
に
チ
ラ
シ
配
り
を

体
験
す
る
機
会
も
作
っ
た
。
講
義
毎
に
塾
生
か
ら
１
分

間
、
あ
る
い
は
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
課
題
も
与
え

た
。 選

挙
の
中
で
も
、
特
に
市
区
町
村
議
会
議
員
選
挙
で

は
地
区
対
抗
の
選
挙
と
な
る
こ
と
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
昔
か
ら
の
土
地
の
名
士
が
地
区
単
位
で
推
薦
さ

れ
、
そ
の
地
区
の
人
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
選
挙
を
戦

う
の
が
常
道
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
、
「
地
盤
、
看
板
、
カ
バ

ン
な
し
」
で
誰
か
ら
も
依
頼
さ
れ
る
事
な
く
、
自
ら
の
意

志
で
立
ち
上
が
る
の
だ
か
ら
、
事
態
は
穏
や
か
で
は
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
従
来
型
の
選
挙
に
対
抗
す
る
に
は
、

政
治
に
対
す
る
「
熱
意
」
と
「
言
葉
」
は
最
大
最
強
の
武

器
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
三
塾
生
に
伝
え
た
。
そ
の
こ

と
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
機
会
、
そ
れ
こ
そ
が
最
終
講

義
で
行
っ
た
「模
擬
選
挙
」で
あ
る
。 

０
最
終
章
へ
続
く
…
。 

 

 

議
会
は

変
わ
る 

～
議
会
を
変
え
る
議
員
を
つ
く
る
～ 

第
２
期
若
手
政
治
家
養
成
塾
副
代
表 

羽
生
市
議
会
議
員 

中
島
直
樹 

 


